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 要  旨 
 
 本研究では独立な局所特徴を用いた対象検出法を提案する． 
対象検出問題において，対象を捉えるための特徴は数多く存在する．しかし，
どのような特徴が最適であるかを事前に知ることはできない．もし与えられた訓
練サンプルの種類に依存せずに認識問題に適した特徴を自動的に抽出することが
できれば，汎化性能の高い対象検出器を容易に構築することができると考えられ
る．本研究では，対象を特長的なパーツの組み合わせで構成されているとみなし，
対象を構成する局所パーツを自動的に抽出し，それを基に対象検出を行う． 
独立成分分析（ICA）は入力信号を互いに独立となるような信号（独立成分）に
分離することが可能であり，自然風景画像に対してICAを適用すると第一次視覚野
の単純細胞に類似したフィルタが得られることが報告されている．もし，対象画
像に対してICAを適用すれば得られる独立成分は対象に特有の基底であり，これは
対象を構成するパーツであると考えることができる．ICAにより得られる混合行列
の各ベクトルをフィルタとして用いれば対象特有の独立特徴を得ることができ，
これを基に識別が可能となる．しかし，得られたフィルタの中でどのフィルタが
重要，あるいは不要であるかの判定を事前に行うことはできない．そこで，本研
究ではフィルタにより得られた独立特徴を効率よく利用するために以下の2つの
手法を提案する． 
提案手法1では得られた独立な局所特徴の位置情報の相関関係に着目し，高次局
所自己相関特徴によりこれらを抽出し，識別器への入力とした．本研究では汎化
性能が高い2クラスの識別器であるサポートベクトルマシンを用いた．提案手法2
では全ての独立特徴を識別器と見なし，Adaboostを用いることにより識別に重要
な特徴の自動選択を行った．実験では提案手法を自動車の検出問題に適用した．
主成分分析により得られた特徴と比較を行った結果，優位性を得た． 
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